
2009年度哲学若手研究者フォ ーラム開催のお知らせ

哲学に関心をお持ちの方なら、専門、所属、学年等を間わずどなたで

も歓追いたします。多くの方のご参加をお待ちしております。

・日程： 2勝年7月18日（土）・19詩相）

盟会場： 国立オリンゼック記念青少年総合センター

千151心052東京都渋谷底代々材中闘町3番1

TEし：03-3469”2525 （代表）

置交通：

〔電車］

‘東京駅から : J喪中央線約14 分薪諸駅乗り換え

小田急線各駅棒車約3分参詰犠駅下車徒歩約7分

・小田急線 ：参宮議駅下車徒捗約7分

－地下鉄千代田線：代々木公閤駅下車〈我々木公薗方聞4番出口〉

徒歩約10分

〔京王パス｝

線新宿駅西口（話番より渋谷駒子き儲51）乗車代々木五了目下車

－渋谷駅西口（14番）より新譜霊長西日行き（宿51）乗車代々木五丁目下車

田参加費用：

最大で 8000 円程度…リ全員軽参加、宿泊あり、懇親会出結の場合

2500 円程度…ぃ一自のみ参加、 指泊なし、懇親会知市の場合

（毒事務運営費、初誌の懇親会費、宿泊費、ニ日自の朝食・昼食費を含めて試算し

ています。ただし、初日のニ次会、二日間の打ち上げ〈いずれも任意義ま加）の費

用はここに含めていません。 また、他にも様々な参加プランがありますJ

※ 関東閥以外からの参加者には交通費接助制度があります。
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園フォーラムの主な内容

女子ーマレクチャー

テーマ： 分析美学の現在

レクチャラー ： 清塚邦彦（山形大学）

西村清和（東京大学）

三浦俊彦（和洋女子大学）

（五十音Ji関

テーマレクチャーは、幅広い議論を想定した大きなテーマの下で行なわれる、

レクチャー形式の企画で、す。 レクチャラー各氏の講演要旨は次ページ以降に

掲載されています。

女個人研究発表

大学院生を中心とした、 希望者によって行なわれる研究発表です。4～5月に

発表希望者を募集し、 二日間で9つ程度の研究発表が行なわれる予定です。

発表時間は、105分枠と75分枠から選ぶことができます。

女ワークショップ

一つのテーマに対して複数の発表者による発表と討議を行う形式で、す。 発表

と討議を嘱矢として、参加者による議論も展開されます。

参加もしくは研究発表・ワークショップ発表をご希望の方は、 世話人

会までお気軽にお問い合わせください（メ ールアドレスは巻末にあり

ます）。 ご質問なども随時受け付けております。
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